


昭和 53 年度の報告

　京都大学医学部附属先天異常標本解析センター(施設長:星野一正)に保存し

てあるホルマリン固定の胎児 1,011 例について尿道下裂の有無を肉眼的に観察

した(小松洋輔分担)。男子胎児は 522 例で,その中 18 例が奇形児であった。後

者の中,下肢奇形,臍ヘルニアのある 1例に短小尿道と共に尿道下裂を認めた。

観察成績は表 1に示す通りである。


